
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学校教育目標  

『 ― 共に育てる  自立と輝き ― 』 
― 子どもの能力を最大限伸ばし、個々のよりよい自立と輝きを支援する ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県立沼津特別支援学校 
    令和５年３月発行 

           №６ 

 

沼特 HP 更新中！ 

各学部の教育活動の様子や児童生徒の作品等、様々な情報を定期的 

に更新しています。是非、御覧になってください。 

 

  

 副校長 所 康俊 
副校長より 

  

 教頭 大石 真未 
教頭より 

 

 本校では、学校教育目標の具現化に向け     「夢の実現」に向けた「つながり」の強化

を重点としています。子ども達一人ひとりの   思い描く夢は、目の前のこと、もしくは数年

先のことと、時間軸は様々かもしれません。しかし、「やりたい！」「なりたい！」という思いの

膨らみや、前向きな気持ちは共通していると思います。その夢の実現に向けて、本校では、たく

さんの方や様々な機関とのつながりを大切にしてきました。子ども達の夢の実現に向けた応援

者として、それぞれの想い、さらにどのようにつながっていったら良いのかを語り合うこと、そ

して活動を通したふれあいと学び合いも大切にし、より強い結びつきに向けて取り組みました。 

今後も、子ども達の夢を中心にしながら、お互いの想いを語り合い、強みを出し合いながら、

子ども達の夢の実現に向けて一緒に取り組んでいくことができたら幸せです。そして、その継

続が、沼津特別支援学校の夢の実現につながるとも思っています。 

 

 

近年、子供を取り巻く環境が大きく変化     しており、未来を担う子供たちを健やかに

育むためには、学校、家庭そして地域住民      の方々などが、それぞれの思いと役割とを

持って、地域全体で教育に取り組むことが重要となっています。 

令和 4 年度も、新型コロナウイルス感染症対策のさまざまな制約の中で、可能な限り児童生

徒の身近な社会である「地域」に出て、その地域の人々との関わり合いをつなげながら、地域で

の生活に結びついた学習活動に努めてきました。学校周辺のまち探索や買い物体験、地域住民

の方と施設の花壇づくりや清掃等での協働、市町の特徴的なスポットを巡っての探究など、地

域の人々と豊かに触れ合う経験により、児童生徒の主体的な姿が引き出され、自己実現につな

がるので、地域・社会に開かれた教育課程の実現に向けた地域連携による取組の充実を図って

まいります。みなさまには、引き続き本校への御理解と御協力をお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～第 40回卒業証書授与式～ 

３月３日（金）に高等部第 40回卒業証書授与式が行われ、50名の生徒がそれぞれの未来

に向かって歩み出しました。高等部での生活だけでなく、これまでの 18 年間、たくさんの

方々に支えていただきました。感謝の気持ちを忘れず、今まで学んだことを今後の生活に活か

し、これまで以上に輝いてほしいです。 

 

    

3 月 6 日（月）に、「6 年生ありがとうの会」

が行われました。5年生が会を企画・運営し、各

学年が順番にゲームやダンス等で 6 年生に感謝

の気持ちを伝えました。お礼として、6年生から

も、「威風堂々」の合奏や 6年生全員が 100％の

気持ちを込めて作ったカレンダーがプレゼント

されました。一緒に楽しみながら、「ありがとう」

を伝え合うことで、小学部の仲間を大切に思う気

持ちが高まりました。 

そして、6 年生は、中学生になるという自覚を

改めて持つ機会になり、素晴らしい時間となりま

した。 

小学部 

中学部 

高等部 

  

中 3 生単「かっこよく卒業しよう！」 

 卒業を間近に控えた中 3 では、お世話に

なった人に感謝の気持ちを伝えるために、後

輩にプレゼントするカレンダーを作ったり、

清掃活動として廊下や階段の汚れ落としを

行ったりしました。お世話になった人のため

に頑張れる所が生徒の成長した証であると

実感しました。今後は卒業パーティーを計画

したり、卒業式の練習を行ったりして、いよ

いよ卒業式本番を迎えることになります。 

高等部を受検した中学部３年生 12名は、２月 21

日の合格発表で無事全員合格を果たしました。心配

でドキドキしていた生徒も多く、自分の番号を見つ

けるとホッとしたような笑顔がこぼれました。受検

に向けて筆記試験や面接の練習に取り組んできた成

果が出たのかなと考えています。これから始まる高

等部生活に思いをはせ 

ながらも、残りの中学 

部生活にも全力で取り 

組んでいくように日々 

言葉を掛けています。 

 


